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寄付実績

ここに謹んで、 ２０１８年度年次報告書をお送りいたします。

皆様の厚いご支援のもと、 私達の奨学金活動は順調に発展し、 ますます成果を上げているようです。 特に

政治的にも経済的にも世界が激動する近年にもかかわらず、 質量ともに益々充実してきました事が、 私た

ち関係者の大きな喜びと励みになっております。

最近、 研究交流で日本を訪れる欧米の科学者達から、 日本の都市が非常に綺麗で清潔に保たれているこ

とに強く印象付けられたということをよく聞きます。 日本の魅力が増す中、 私も東大友の会の活動と並行にプリンストン大－

東大の学生交流に携わっておりますが、 是非日本に行って勉強したい、 日本の生活を体験したいという学生が増えてきまし

た。 日本の若い人たちのグローバルな視点がますます重要となる中、 こういう交流活動を長期的視野で、 続けることの重要

さを感じています。 今後も、 私達の後輩が将来、 世界で、 又日本でグローバルリーダーとなるよう若い人材の育成を目指

し FUTI 関係者一同力を注ぐ所存です。

最後に、 いままでの多大なご支援に深謝申し上げると共に、 今後ともご厚誼のほどよろしくお願い申し上げます。

理事長  山田雅章　

東大友の会
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東大卒業生とシンテック社のご寄付を財源として、 東大と米国の大学の相互間の夏季留学を奨学金で支援していま

す。 ２０１８年度には２１名の東大生の応募があり、 ６名を採択し奨学金を支給しました。

東大の学事暦がクオータ制に変わり、 米国大学の夏期講習の時期が東大の第２クオータの期末試験と重なる不都合

が生じ、 夏季留学の FUTI 応募者の量と質が変わって来ました。 ２０１６年以降 FUTI からの支援の不振が継続して

いますが、 心して推進したいと考えております。 一方次のような望ましい動きもあります。

東大の留学支援制度が近年非常に充実して来ました。 留学決定以前に外国の夏季講習や宿舎を自分で探す必要も

なく、 外国の大学とやりとりすることもなく、 東大の提供する 「定食」 に応募し実質的に学内選考をパスするだけで

奨学金付の留学が決まる制度が、 年々拡充しています。

引き続き GEfIL(Global Education for Innovation and Leadership) からの応募が活発です。 ３年生と４年生の２回の夏

季留学が必修で、 企業の寄付を財源とした GEfIL 独自の奨学金を支給しますが、 授業料も生活費も高価な米国で

は不足するので、 米国留学希望者には GEfIL が FUTI への応募を推奨しています。 今年度に FUTI は Harvard と

Yale に夏季留学する２名を支援しました。

東大医学部では６年制の最終年度の４月～５月に、 １ヶ月程度の病院実習を必修としているそうです。 中には米国

の大学病院での実習を希望し、 FUTI 奨学金を希望する学生も出てきました。 学事暦の矛盾も無いので今後増えそ

うな予感があります。

上記とは逆に米大生の東大への夏季留学希望は活況を呈しており、 旺盛な留学金需要があります。 ２０１８年度は

FUTI 奨学金に５４名の応募があり、 １２名を採択しました。 ニーズが旺盛な理由には次のような背景があります。

理工系の実習には、 UTRIP （理学系）、 UTSIP （柏の新領域創成科学）、 ESEP （工学系） があります。 それぞれ

米国を初め世界の大学の優秀な学部生に夏季実習の機会を作り、 将来東大の修士課程に来てもらうことを期待して

います。 生活費まで含めて全費用を東大側が用意していますが、 FUTI は優秀者に全費用、 または宿舎費以外の

全費用を支給して、 学生と東大を支援しています。 これらには全世界から非常に多数の応募者があり、 なお増加傾

向にあるそうです。 ただ米国からの応募は増加傾向とは言えないようですが絶対値はなお高いです。

カリフォルニア大の各校は、 日本を含む全世界への留学制度 UCEAP=UC Education Abroad Program の拡充を図っ

ており、 夏季留学も主要対象になっています。 ２０１８年度には理工系実習に８名の FUTI 応募があり、 ２名を採択し

ました。

東大は新研究所 IRCN （ニューロインテリジェンス国際研究機構） を２０１７年１０月に立ち上げました。 IRCN の機構

長は Harvard の Takao Hensch 教授が兼任し、 Harvard と東大の協力が進められています。 それに因んで、

Harvard と東大の学生交流が企画され、 ２０１８年度には第一弾として、 Harvard の学部生６名その他が東大で夏季

実習をしました。 ４名の Harvard の学生から FUTI 奨学金への応募があり、 ３名を採択しました。 ２０１９年から双方

向の学生実習が計画されており、 今後強いニーズが予測されます。

米大生の東大夏季留学は、 特定の研究室での実習が多いのですが、 研究室の学生 ・ 職員と米大生との異文化交

流が起こり、 東大の国際化に貢献できている実感があります。 東大生の米国夏季留学では、 短期間にも拘わらず

留学前には予想しなかったような視野の拡大と刺激があって、 見違えるように成長して帰国する過程を、 留学報告

書などから読み取ることができます。 FUTI の奨学金事業の目的である 「東大の国際化への貢献」 が出来ているこ

とを感じます。

FUTI 国際リーダシップ奨学金の報告
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FUTI 国際リーダーシップ賞受賞者名簿、２０１８

注：所属、専攻及び学年は申請書類に記入された情報

ミシェル・リン
Michelle Lin

ハヴァフォード大学
学部２年

化学

UTSIP-Kashiwa

ユシュ・リン
Yuxiu Lin

東京大学
学部２年

Japan in East Asia （PEAK）

Stanford Summer International
Honors Program

グゥ・ユアンチ
Yuanqi Gu （Genki Ko）

東京大学
学部４年

総合文化研究科

UCバークレー校でのサマーコース

シャオペイウェン・ルオ
Shaopeiwen Luo

ロチェスター大学
学部２年
生化学

東大UTRIP

松村謙太朗 
Kentaro Matsumura

東京大学
学部２年
法学部

イェール大学でのサマーコース

ジュウジュウ・ルゥ
Jiujiu Lou

ライス大学
学部３年
機械工学

東大ESEP

サリム・アバス
Sarim Abbas

イェール大学
学部２年

コンピューターサイエンス

東大GSP

マイケル・ホン
Michael Hong

UC バークレー校
学部２年
機械工学

東大UCEAP
Summer Engineering Lab Research

カサンドラ・スィアオ
Cassandra Hsiao

イェール大学
学部１年

民族、人種、移住

東大GSP
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ダイアナ ・ワン
Diana Wang

ハーバード大学
学部２年

 神経生物学

東大International Research Center
for Neurointelligence （IRCN）

シングジャ・ワン
Xingjia Wang

UCロサンゼルス校
学部２年

数学・統計学

東大UCEAP
Summer Engineering Lab Research

エレン・アンダーウッド
Ellen Underwood

ハーバード大学
学部３年

神経生物学

東大International Research Center
for Neurointelligence （IRCN）

米田 あゆ
Ayu Yoneda

東京大学
医学５年

ハーバード大医学部での
HMS Exchange Clerkship Program

横山 雄一
Yuichi Yokoyama

東京大学
学部４年

農学部フィールドサイエンス

東大GSP
UCバークレー校でのサマーコース
Environmental Leadership Program

ジャスパー・ミウラ
Jasper Miura

ブラウン大学
学部３年

地球惑星環境学科、地質学・化学

東大UTRIP

中野 智宏 
Tomohiro Nakano

東京大学
学部２年
文科III類

ハーバード大学でのサマースクール

リヤ・シャア
Riya Shah

イェール大学
学部２年

コンピューターサイエンス

東大UTRIP

QRコードをスキャンして
FUTI奨学金受賞者の
名簿とレポートを読む

friendsofutokyo.org/meibo



米国伊藤財団―FUTI 奨学金プログラムの報告

米国伊藤財団―FUTI 奨学金受賞者名簿

（株） セブン＆アイ ・ ホールディングス名誉会長の伊藤雅俊氏が理事長の米国伊藤財団からのご寄付を財源に、 日

本社会に将来貢献できる学生の１学期以上の中長期留学を奨学金で支援しています。 ２０１６年発足以来の実績で

は、 東大生が対象ですが、 国内他大学の学部卒業後に東大大学院に進学した学生も多く、 また東大への外国人

留学生が米国に留学する場合や、 東大に留学する米大生も少数名含まれています。

２０１８年度には、 前年度からの継続希望４名を含め３３名の応募があり、 前年度からの継続３名を含め１２名を採択

しました。 米大生１名を除く１１名の東大生では、 留学先の米大学は、 Harvard、 MIT、 Yale、 New York State、 

Princeton、 Chicago、 Tulane、 University of Washington、 UC Berkeley （３名） です。 学部学生が１名、 修士課程学

生が４名、 今は修士課程ですが博士課程が約束されている学生が２名、 既に博士課程に居る学生が４名と、 かな

り博士課程に重みがあります。 東大の留学制度は博士課程を対象としていませんので、 FUTI の存在意義が発揮さ

れる領域です。 専門分野は 政治 （３名）、 外交 （２名）、 経済、 物理、 文学、 健康、 環境、 動物でした。

5

太谷 慧
Kei Oya

東京大学、学部２年 • 文科I類

UCバークレー校
Charles and Louise Travers政治学、

アメリカと国際研究プログラム

佐々木 智也
Tomoya Sasaki

東京大学、博士課程２年 • 法学部

MIT政治学

野村 実広
Mihiro Nomura

プリンストン大学、修士１年
土木・環境工学：環境工学と

水資源プログラム

プリンストン大学、修士２年
土木・環境工学：環境工学と

水資源プログラム

浅羽 愛
Megumi Asaba

東京大学 • 医学系研究科、 
国際保健学修士卒、2012

トゥレーン大学 • 博士課程
School of Public Health and

Tropical Medicine, Global Community
Health and Behavioral Sciences

江島 舟星
Shusei Eshima

東京大学、修士１年 • 法学

プリンストン大学、政治学科

ジョシュア・レイザム
Joshua Latham

プリンストン大学、学部２年 • 物理

東京大学、プラズマ物理工学
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高橋 知子
Tomoko Takahashi

東京大学、博士課程１年 • 国際関係

シカゴ大学、国際関係

立石 泰佳
Yasuka Tateishi

London School of Economics
and Political Science （LSE）

修士１年 • 国際開発

イェール大学、国際開発・経済

高橋 亜紗美
Asami Takahashi

東京大学、修士１年
公共政策大学院

UCバークレー校、公共政策

杉村 篤志
Atsushi Sugimura

UCバークレー校
Mark Twain Papers & Project

（American Literature）

UCバークレー校
Mark Twain Papers & Project

（American Literature）

杉浦 由佳
Yuka Sugiura

東京大学、学部４年
農学部フィールド科学

ワシントン大学、生物学

助野 裕紀
Hiroki Sukeno

東京大学、博士課程１年
相関基礎科学系

ニューヨーク州立大学
ストーニーブルック校、物理

２０１８年度には、 米国伊藤財団のご提案で初めて 「IF 育英奨学金」 の１枠を設けました。 見所がある人物であっ

ても事情があって学業成績と英語が不充分な応募者に関して、 留学先で充分やって行けそうならば成績と英語を選

考評価に算入しないこととしました。 また東大生以外にも門戸を開きました。 結局部活動に忙しかった東大生を 1 名

採択しました。 この試みの成否は、 奨学生の今後の業績に依ります。

東大在籍者と卒業生の中からトップクラスの奨学生を選考することが出来ていると感じています。 学業、 実務、 論

文などで既に着々と大きな成果を上げている奨学生の活動報告などを見ると、 将来の飛躍と社会貢献を期待しない

では居られません。



I. 凝縮物質物理の最前線（C-CMP）での教育研究協力

主任担当教授 ： 植村泰朋教授、 コロンビア大学

東大友の会 （FUTI） は２０１２年度以降毎年、 コロンビア大学と東大による凝縮物質物理の共同研究と教育を支援

しています。 植村教授は FUTI の支援を受け、東大、コロンビア大の教員およびその他の大学の研究者と協力して、

東大とコロンビア大学の大学院生のために、 国際的な教育と共同研究を２０１７年の秋から２０１８年の夏にかけて行

ないました。

２０１７年秋学期、 植村教授はフランスでエコールポリテクニックの客員教授に任命され、 アライアンス交換プログラ

ムの支援を受け、 ２０１７年９月から２０１８年１月までパリに滞在しました。 その間パリのコロンビア大学グローバル

センター （CUGC） およびパレゾーのエコールポリテクニックで FCMP （凝縮物質物理学の最前線） がテーマである

講演会を毎週金曜日に開催しました。 これには École Polytechnique、 U Paris-Sud Orsay、 CEA Saclay、 ESPCI、

College de France、 U Paris Diderot、 UPMC、 および CNRS-Thales の教授、 研究者、 ポスドクおよび大学院生が

参加しました。 この講演は米国のコロンビア大学、 ラトガース大学、 スイスの PSI、 そしてハンブルグとドレスデンの

マックスプランク研究所で同時放送されました。 コロンビアでの同時放送は、 大学院生２１名が受講する単位認定大

学院コースとして開催されました。 一方、 東京大学ではそのビデオがセミナーで使用されます。 東京大学大学院生

一名は、 パリを訪問して植村教授の元で共同研究を行い、 いくつかの FCMP 講演会に参加しました。 パリ FCMP

には日本からの著名な教授４名も参加しました。

２０１８年６月１１〜１５日、 植村教授はローマ近郊の Frascati で FCMP Workshop を開催しました。 ヨーロッパ、 アメ

リカ、 日本、 中国から８０名の著名な CMP 研究者を講演者として招待し、 ４０名の大学院生も参加しました。 招待

講演者には東大教授５名、 理研教授一名、 京大教授一名が含まれます。 東大友の会からのグラントは、 東大大学

院生二名の旅行費、 及びコロンビア大学院生１０名の宿泊費等に当てられました。

２０１８年６月、 コロンビア大学院生一名は、 東海村にある日本原子力研究開発機構 （JAEA） の先端科学研究セン

ターを訪問し、 中性子散乱と結晶成長の分野で経験豊富な研究者である社本真一博士の指導の下、 BaCoS２の単

結晶の成長に取り組みました。 ２０１８年７月、 コロンビア大学院生二名は柏キャンパスの新領域創成科学研究科を

訪問し、 芝内教授の指導の下、 Frascati での workshop にも参加経験のある東大大学院生二名と共に高品質の

FeSe 単結晶を育成しました。 ２０１８年８月、 東大大学院生二名はバンクーバーのカナダ国立加速器施設 TRIUMF

を訪問し、 この分野で経験の深いコロンビア大学院生と、 植村教授と共に、 東京で作製した FeSe 結晶のミュオンス

ピン緩和研究を行いました。 FUTI の助成金はこれらの東大とコロンビア

大の学生の旅費に当てられました。

7

東大友の会による研究支援の報告

FCMP Workshop、Frascati、ローマ、イタリア、２０１８年６月１１－１５日



8

II.イェール大学―東大・研究交流プログラム

山川健次郎記念講演会トラベル ・ グラント

主任担当教授 ： 樋渡展洋教授　東京大学

イェール大学教員が東京大学での山川健次郎記念講演会で講演するのを支援するトラベル ・ グラント （7,000 ドル）

を昨年度から開始しましたが、 今年度 （2017-18 年） も支援を継続しました。 今回からフォーマットが変わり、 各講

師に 2 回の講演をお願いしています。

第 11 回の山川記念講演会は 2018 年 5 月に駒場と本郷のキャンパスで行われました。 駒場キャンパスではイェール

大学政治学部の政治哲学の重鎮で、 Alfred Cowles 講座教授でおられる Steven Smith 教授が 「Political Philosophy 

and the Dark Arts」 を 主として哲学関係の教員や若手研究者を対象に講演し、 そして翌日、 本郷キャンパスでは

「Machiavelli’ s Utopianism」 を 主として政治哲学・政治思想史専攻の教員や若手研究者を対象に講演なさいました。

第 12 回の山川レクチャーは同じく 2018 年 5 月にイェール大学政治学部の新進気鋭の Fredrik Sävje 助教授をお迎え

して、 本郷キャンパスでは経済学部や法学部の統計、 方法論の教員や若手研究者のための 「Average Treatment 

Effects in the Presence of Unknown Interference」 というこの分野の最先端の研究を披露し、 続いて駒場キャンパス

では、 より若手研究者や学部学生を対象に、 方法論の哲学的基礎に関する 「Causality and Data」 という講演をさ

れました。

この講義シリーズは、 両大学間の既存の研究協力を強化するとともに、 新しい研究関係を開拓することを目的として

います。 今年度から講演会は本郷、 駒場キャンパス各一回の計 2 回の開催となり、 そのうちの一つは、 研究者向

けのイェール大学での最先端の研究動向の議論、 もう一つはより広い若手研究者や学生、 一般聴衆を対象に講演

者の専門分野の最近の研究成果を紹介する場となっています。

FUTI 講演シリーズ

FUTI 講演シリーズでは、 米国を訪問された東大教授や著名な卒業生に講師になって頂き、 東大卒業生などにとっ

て関心の深い問題を議論、 検討する場を提供しています。 イベントは通常ミッドマンハッタンで開催されます。

講師講演テーマ 共催・後援日時

海を知るためのテクノロジー：
デジタル革命時代における持続
可能な発展のために

藤井輝夫博士
[東大執行役･副学長]

ニューヨーク銀杏会
さつき会アメリカ

２０１８年９月２８日

AI（人工知能）の最近の進歩と将来
～日本の科学技術研究の進むべ
き道～

古井貞熙博士
[東工大名誉教授・栄誉教授、
Toyota Technological Institute at 
Chicago （TTIC）学長]

ニューヨーク銀杏会
さつき会アメリカ

２０１８年６月２２日

総選挙後の政治状況と
経済政策の課題

伊藤 隆敏博士
[コロンビア大学教授（兼）政策研
究大学院大学（夏季）特別教授]

ニューヨーク銀杏会
さつき会アメリカ

２０１７年１１月３日
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２０１７－２０１８会計年度の募金結果

２０１７/１８年度 （２０１７年７月１日から２０１８年６月３０日まで） は、 総額約３１万３千ドルのご寄付を頂きました。 ち

なみに過去の寄付総額は、 ２０１２/１３ 年度は約１３ 万１千ドル、 ２０１３/１４ 年度は約１１万ドル、 ２０１４/１５年度

は約１１万６千ドル、 ２０１５/１６年度は約３１万６千ドル、 ２０１６/１７年度は１９万９千ドルでした。 ２０１５/１６年度

から寄付総額が急増したのは、 同年度から開始された米国伊藤財団からのご寄付によります .　

収入の一番大きな柱は米国伊藤財団からのご寄付です。 これは、 米国に 中長期 （一 学期以上） 留学する東大の

現学生および卒業生を支援する奨学金 「米国伊藤財団−FUTI 奨学金」 に使用されます。 ご寄付は２０１５/１６年度

から始まり、 同年度に２０万ドル、 ２０１６/２０１７年度に１１万ドル、 ２０１７/１８年度に約２１万６千ドルを頂きました。

次に大きな寄付収益は、 シンテック社からのトラスト分配でした。 これは主に夏季の短期留学の支援に使われ、

２０１４/１５年度に向こう５年間分の契約が更新され、 それに基づいた約３万５千ドルを今年も受領しました。 シンテッ

ク社には長年にわたり継続的な寄付をいただいています。

 

個人寄付者 （general public） の数は、 毎年６０－７０人で推移してきており、 ２０１７/１８年度も６８名と、 同水準で

した。 １万ドルを超えるような大口個人寄付者は今年も出現しませんでした。 個人寄付総額は約６万２千ドルと、 昨

年より８千ドル多く、 やや堅調と感じました。 個人寄付の重要性をご理解くださった何人かの寄付者が、 近年、 寄

付額を大幅に増やしてくださったことが寄付総額を支えている状況です。 これからは、 新たなサポーターの開拓が急

務になっております。

 

米国伊藤財団、シンテック社には、FUTIのミッションに対する寛大なご支援をいただき、心から感謝いたします。 また、

今後も引き続き、 個人の寄付者から十分な寄付を集めることが重要となっております。 ご寄付いただいたお一人お

一人に感謝すると共に、 今後も個人の皆様からのご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

過去数年に渡り FUTI は大きな進歩を遂げ、 各種プログラムを育ててきました。 スカラシップと研究グラントプログラ

ムが発展する様、 そして受賞者が学業に励み努力する姿をみて喜ばしく思います。 多くの著名な大学、 特に先進国

を代表する他大学との競争がますます激しくなっているグローバル•コミュニティにおいて、 東京大学のプレゼンスを高

めていくことは卒業生の喜びでもあります。 非常に優れた多くの学生たちをグローバル•コミュニティに送ることをサポー

トしてくださる皆様に FUTI より深く感謝申し上げます。

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

個人からの寄付金
米国伊藤財団からのグラント

Shintech 社からのトラスト分配

2011 201420132012 2015 2016 2017 2018
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２０１７－２０１８会計年度財務諸表の要約

FUTI 組織表

貸借対照表（単位：USドル）

活動計算書（単位：USドル）

負債
 流動負債
  グラント（研究助成金、奨学金）未払い分
  未払費用

    固定負債
 
  負債合計

 正味財産
  一般正味財産
  一時制約的正味財産
  永久制約的正味財産
  正味財産合計

 負債・正味財産合計

197,800
5,873

0

203,673

197,837
-

49,885
247,722
451,395

資産
 流動資産
  当座預金、普通預金
  未収寄付金
  未収利息

 固定資産
  パソコン（未償却分）

  資産合計

415,026
36,322

47

-

451,395

経常費用

 グラント（研究助成金、奨学金）

 業務費用

経常費用合計

経常収益

 寄付金
 プログラム収入
 受取利息

経常収益合計

当期正味財産増額

前年度末正味財産合計
2018年度末正味財産合計

313,182
-

145

313,327

19,885

227,837
247,722

267,263
26,179

293,442

武神淳之
Tiger Pacific Capital LP, Managing Partner

職権上の諮問委員

唐崎建二
サンフランシスコ赤門会、会長
ローレンスバークレー国立研究所、研究員

鈴木由利子
さつき会アメリカ、会長
Principal, Y SUZUKI CONSULTING LLC

長谷川 泰
スタンフォード・シリコンバレー赤門会会長
President, Henry Taube Institute

Scholarship委員会

委員長

松下重悳 

委員

大迫政子
Executive Director, International Longevity 
Center （ILC） Global Alliance
さつき会アメリカ幹事 

尾島　巌

小林久志

桜井信子

山田雅章

理事会

理事長・大学担当理事

山田雅章
プリンストン・プラズマ物理研究所、栄誉研究員

副理事長・財務担当理事

桑間雄一郎
Mount Sinai Beth Israel
東京海上記念診療所院長

理事

伊藤澄子
Arcadia Capital, Inc.社長
ニューヨーク銀杏会副会長

桜井信子
Lotus Circle Asia Foundation、アドバイザー

浜田宏一
イェール大学名誉教授、東京大学名誉教授

藤井輝夫
東京大学執行役・副学長

松下重悳
Japan Wink Communications、元社長
Member of the Japanese Computer Pioneers

名誉理事長

小林久志
プリンストン大学名誉教授、元工学部長

桝田淳二
弁護士、ニューヨーク銀杏会名誉理事長

名誉理事

小宮山宏
三菱総合研究所（株）理事長
東京大学名誉総長

諮問委員会メンバー

委員長

小林久志

委員

伊藤隆敏
コロンビア大学国際関係・公共政策大学院 教授

尾島　巌
University Distinguished Professor, Stony Brook 
University – State University of New York

岡本康夫
Hughes, Hubard ＆Reed LLP パートナー
ニューヨーク銀杏会理事長

ギータ・メータ
コロンビア大学教授（非常勤）
President、Asia Initiatives

岸岡駿一郎
ITA, Inc.会長、シカゴ赤門会名誉理事長

董　克勇
ハーバード・ロー・スクール　講師
Vice Chairman, New York Ichokai

河本　雄
在米国日本国大使館　公使



２０１７－２０１８会計年度寄付者芳名録

Donor
（$1,000-$9,999）

尾島 巌
$5,000

小林 久志、正江
$5,000

松下 重悳、スミヱ
$5,000

山田 雅章
$5,000

桑間 雄一郎、千佳
$3,000

桜井 本篤、信子
$3,000

岡本 康夫
$2,500

大迫 政子
$2,000

小宮山 宏
$2,000

杉山 健一
$2,000

Krishen & Geeta Mehta
$1,500

匿名
$1,000

匿名
$1,000

青木 昭明
$1,000

伊喜利 佳業
$1,000

楠原 千秋
$1,000

董 克勇
$1,000

小林久志
    小林昭七記念寄付
$1,000

武神 淳之
$1,000

星 岳雄
$1,000

本間 通義
$1,000

松木 則夫
$1,000

山崎 舜平
$1,000

若生 信弥
$1,000

渡邊 泰秀
$1,000

Supporting Member
（$500-$999）

さつき会アメリカ
$775

行天 豊雄
$500

佐藤 淳
$500

山田 雅子
$500

Toshiharu Yumoto‡
$500

吉田 洋一
$500

Friends
（$250-$499）

古井 貞煕
$250

林 啓一郎
$250

小野 雅之、咲子
$250

Erika White
$250

山田 健一朗
$250

$250 未満のご寄付

匿名
$200

高山 博夫
$200

東大友の会の活動に対する温かい御支援と多額の寄付を賜りましたそのご厚志に深く感謝申し上げます。 皆様のお

陰で米国、 日本、 及び世界での東京大学の将来の持続的発展、 共同プロジェクトや意見交換に協力すべく経済的

支援や機会を提供することができます。

宅間 董
$182

匿名
$100

匿名
$100

李 徳洋
$100

大石 彩佳
$100

川島 義之
$100

浜田 穣太郎
$100

細田 満和子
$100

村野 和雄
$100

Kyoko Waseda-Hida
$100

シカゴ赤門会
$54

匿名
$50

名前のみの方々
（五十音順）

市瀬　史
伊藤 澄子
植田 京子
植村 泰朋
打越 文弥
唐戸 俊一郎
小出　昌平、明子
中沢 潔
長谷川 泰
浜田 宏一、Carolyn Beaudin
原田 英治
藤崎 哲之助
森 繁

Benefactor

（$25,000 以上）

米国伊藤財団

$216,400

Shintech 社

$35,589*

個人

法人

*５百万ドルの信託基金からの今年度配当分
† みずほ銀行からマッチング・ギフトをいただきました。      ‡ マッチング・ギフトを含めた総額

２０１７－２０１８会計年度総計 ： 3 法人†、 68 人 ； $313,989‡


